















































































































































術業務外の作業時間比較 3．稼働率 4．インターバル時間の比較 5．稼働額
推移 6．費用推移　以上の6つの指標から手術室の病院への経営的貢献度や改
善活動の成果を評価する。また、DPC データを活用し症例毎の原価計算に取
り組む。
【結果】1．3．5．の各指標については、年々増加傾向にあり、効率的運用に
寄与していると考えられる。特に1. の指標については、オペラマスターで稼
働率などのデータ分析を開始した2012年と2014年を比較すると約450件の手
術件数増加が認定された。2．4．に関してはデジタルピッキングとキット導
入による効果が大きく影響している。経営的指標に関しては、5．6．の費用
分析と DPC データの分析により、診療科毎、手術手技毎の利益を把握するこ
とが可能となり、増収・減収の手術を示すことが可能となった。
【まとめ】手術室の効率的運用を目的に導入された手術室管理システムを用い
て、現場に対しての情報提供を行うことが可能となり、手術室の効率化につな
がった。また手術の損益計算を DPC データの活用により実施可能となり、経
営改善に取り組むことができる。
大規模災害時における産科トリアージフローの検討
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【緒言】大規模災害時には、限られた人員で適切な対応が必要になる。東日本
大震災の経験から、産科トリアージの必要性を感じ「産科トリアージフロー」
を作成、大規模災害訓練において有用性が見いだせた。
【経過】「外傷等の処置と産科診察の優先度を明確にすること」「多数の妊産婦
が来院した状況下で産科診察の優先順を看護師でも判断出来る事」を目的と
し、「産婦人科診療ガイドライン」を基に、産科的な「超緊急（赤）」「準緊急
（黄）」「緊急対応不要（緑）」を明確にし、産科トリアージフローを作成した。
院内大規模災害訓練において産科トリアージフローの検証を行った。2013年
の訓練では、各エリアで産科トリアージフローを基に産科の緊急度の判断をす
るには至らず、混乱を来たした。そのため、2014年の訓練では、産科センタ
ーにて看護師が産科トリアージを行い、適宜各エリアへの紹介を行ったことで
エリアでの混乱を防ぐと同時に、優先度を考慮した診察ができた。また、産科
センターにおいても看護師が産科診察の優先順を判断することができた。
【考察】産科トリアージフローを活用することで、看護師による産科的な優先
度の判断も可能となり、産科医や助産師は妊産婦の対応に集中できる。産科セ
ンターにて産科トリアージを実施し、必要な処置の優先度を判断する事で各エ
リアの混乱も来たさず、適切な処置が受けられる。更に、今後院内周知を促進
することで、外傷を負った妊産婦が来院した際も、各エリアで産科トリアージ
フローを活用し、無駄な導線を省き、スムーズな処置も可能となる。
【結語】産科トリアージフローを活用することで看護師も産科処置と外傷等の
処置の優先度の判断ができ、災害時の対応に有効である。
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